
教材の持つ力を再考する。



少子化による学校規模の縮小
◦調査55校中、学年6クラス以上は27校

大規模校(学年6クラス)の実際
◦情報のみを指導する教諭のいる学校は5校

◦複数教科を指導する教諭には、公民・美術・音楽・
体育も

◦情報の授業すべてを講師が行う学校は3校

2013 日本情報科教育学会全国大会発表（上杉）より

平易で工夫の余地が大きい教材が重要



最初に指導を始めたのが平成7年

教材としてのHTMLはやっぱり「好き」
◦ PC・ネットワークを「使う」経験ができる。

◦ 「科学的な理解」を要求する。

◦最新技術に事欠かない。

◦指導側の工夫も効く。

◦生徒にとっても、楽しい教材

女子：5月末



命令された内容で動作するブラウザ

 「文法」に則った正確な記述

色のRGB値指定による表現
◦ #00ffff など

拡張子から、ファイルの形式・圧縮
◦ .bmp, .jpeg, .gif, .mp3 など

パス
◦ ¥52¥index.html と 52¥index.html など

 HTTP・IPアドレスによる通信

裸に近い状態でのPCの使用



お金がかからない指導開始期

◦ ブラウザとエディタのみで指導可能

中学時の指導内容の格差を吸収

◦全角文字・半角文字の入力練習

◦拡張子と保存

逐次実行型のプログラミング

◦定義に従った記述

◦正確な入力



指導する命令の厳選
◦ Webサイトでの情報提供
「とほほのWWW入門」・「Web色見本」

 「雛形」ファイルの作成
◦定型部分だけを記述したファイルを作成

◦指導過程で追記

早いタイミングで <a> タグを指導
◦情報は「つなぐ」ことが重要

◦ フォルダ構造の中に情報を整理する。

◦ ノートのHTML化に効果



<html>

<head>

<title></title>

</head>

<body>

</body>

</html>



<html>

<head>

<title></title>

<link rel="stylesheet" type="text/css" 
href="../note.css">

</head>

<body>

<a href="../■/■.html">前回＜</a><a 
href="../index.html">目次</a><a 
href="../■/■.html">＞次回</a><br>

</body>

</html>



 タグ
<html><head><title><body><br><a>
<ol><ul><li><font><center>
<table><tr><td><img>

絶対パスと相対パス

スタイルシート
◦基本書式のみを指導。

◦例として、background-color, line-height
margin-left, 程度

◦ ヘッダに各形式と別ファイルにする形式

◦課題制作時は最低限は指定する。



授業記録はエディタで入力するのが基本

授業終了後HTMLに直す。
◦凝ったことはしない。（後述）

◦ フォルダ名は日付が基本

 ３～４週間に1回課題を提出。HTML形式

それぞれの index.html からリンクを伸ばす

課題作成に時間は１時間確保する。

昼休み・放課後の実習時間を保証する。

基本的にUSBメモリーは使用禁止。家庭での
課題制作は制限する。





相対パス

◦ エクスプローラのアドレスバーから取得してもつな
がる。

◦サーバに提出した時点でつながりが切れる。

全角スペース
◦意識せずに入力、予定外の表示

入れ子構造
◦正確に守らなくても表示される命令がある。



繰り返しの機会をつくる。
◦授業ノートのHTML化
単純なスタイル・置換の活用

パス・ファイル名の指定
◦強制はしない

 「工夫」の奨励
◦教えていないことを使うと加点と
明言

 「助け合い」の奨励
 「成果」の蓄積と共有



授業中のノート 改行の準備

命令の開始と終了
命令:タグという
<命令>～命令の対象～</
命令>…を明示する
入れ子構造
例 <命令1>-----------
+

<命令2>------+ |

<命令3>-+ | |

</命令3>+ | |

命令の開始と終了@
命令:タグという@
<命令>～命令の対象～</
命令>…を明示する@
入れ子構造@
例 <命令1>-----------
+@

<命令2>------+
|@

<命令3>-+ | |@
</命令3>+ | |@



<を＆ｌｔに、＞を＆ｇｔに変換 <br>の変換

命令の開始と終了@

命令:タグという@

&lt命令&gt～命令の対象～
&lt/命令&gt…を明示する@

入れ子構造@

例 &lt命令1&gt----------
-+@

&lt命令2&gt------+
|@

&lt命令3&gt-+ | |@

&lt/命令3&gt+ | |@

命令の開始と終了<br>
命令:タグという<br>
&lt命令&gt～命令の対象～
&lt/命令&gt…を明示する
<br>
入れ子構造<br>
例 &lt命令1&gt----------
-+<br>

&lt命令2&gt------+
|<br>

&lt命令3&gt-+ |
|<br>

&lt/命令3&gt+ |
|<br>



<html>
<head>
<title></title>
</head>
<body>
命令の開始と終了<br>
命令:タグという<br>
&lt命令&gt～命令の対象～&lt/命令&gt…を明示する<br>
入れ子構造<br>
例 &lt命令1&gt-----------+<br>

&lt命令2&gt------+ |<br>
&lt命令3&gt-+ | |<br>
&lt/命令3&gt+ | |<br>

</body>
</html>



女子

女子





個人のすべての記録をデジタル化

 (No)index.html から、すべてのファイルを接続

全員の記録をリンクするページを作成
◦課題の評価時にも威力を発揮

仲間の提出課題から学び、自分の課題に生かす





共通の「命令」部分と、個人毎に変わる「出席
番号」「氏名」を別の列にして、コピーを効か
せる。

 &でセルの結合をして，1つの行に整理

行をコピーして、エディタに貼り付け

 index.html の名前で保存。

生徒には、ここでつけたフォルダと名称で
index.html を作るように指示







悪意をもって削除しようとする生徒への対策

◦生徒共有フォルダが生徒アカウントで「フルコント
ロール」に設定されている。

◦前任校では「CreatorOwner」を作成、ファイルを

作った本人だけがフルコントロール、他は読み出し
のみ。（本校ではドメインとユーザー管理の関係で実
現できない）

◦ SkyMenuにも機能がない

◦ Linuxサーバーを情報科課題提出専用として入れる
方向で作業開始



 「作る」ための理解は、「本質への近道」
◦事例の理解は「個別対応」

◦基本の理解は「応用範囲が拡大可能」

やってみると「僕でもできた」

◦ 「（インターネットは）どこかの頭のいい人が作って、
僕たちは使わせてもらっているだけ」という誤解の
解消

◦ （苦労するけど）「やればできる」自信を伸ばす。



 どこにでもある設備でも実現可能
◦ ファイルサーバだけでも大丈夫

◦専用ソフト不要（FTPは別）

 ちょっと勉強すれば、だれでも指導可能

発展性に富み、生徒が熱心に取り組む
◦ HTML5からスマホへ？

初学者でもわかりやすい解説サイトが充実



誰でも、簡単に、『PCを使う』経験をさせられます。


